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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　船舶の内燃機関から排出される排気ガスの通る排気ガス経路と、

前記内燃機関を冷却する冷却水の通る冷却水経路と、

高温部で前記排気ガス経路から受熱し、低温部で前記冷却水経路の取水部又は喫水以下の

船体に放熱することにより発電を行なう熱電発電手段と

を備えたことを特徴とする船舶用熱電発電システム。

【請求項２】

　前記冷却水を前記排気ガス経路の前記排気ガスに混合させるミキサ手段と、

前記ミキサ手段で供給する前記冷却水を調節して前記高温部における温度を制御する温度

制御手段と

を備えたことを特徴とする請求項１に記載の船舶用熱電発電システム。

【請求項３】

　前記熱電発電手段の使用上限温度に基づいて前記温度制御手段を制御することを特徴と

する請求項２に記載の船舶用熱電発電システム。

【請求項４】

　前記高温部における前記温度を検出する温度検出手段を備え、前記温度制御手段が前記

温度検出手段の検出値と前記使用上限温度とに基づいて前記ミキサ手段を制御することを

特徴とする請求項３に記載の船舶用熱電発電システム。

【請求項５】
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　 前 記 温 度 制 御 手 段 は 、 前 記 使 用 上 限 温 度 以 下 の 温 度 で 前 記 高 温 部 と 前 記 低 温 部 と の 温 度

差 を 調 節 し て 前 記 熱 電 発 電 手 段 の 発 電 出 力 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は 請 求

項 ４ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ミ キ サ 手 段 は 、 前 記 熱 電 発 電 手 段 よ り も 上 流 の 前 記 排 気 ガ ス 経 路 に 開 口 す る 開 口 部

を 有 し 、 前 記 開 口 部 か ら 前 記 冷 却 水 を 前 記 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に 噴 射 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 開 口 部 は 、 多 孔 構 造 と な っ て お り 、 前 記 冷 却 水 を シ ャ ワ ー 状 に 噴 射 す る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 冷 却 水 は 、 少 な く と も 前 記 内 燃 機 関 の 運 転 中 に 前 記 取 水 部 に よ り 連 続 的 に 取 水 さ れ

、 前 記 内 燃 機 関 を 冷 却 し た 後 に 連 続 的 に 排 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項

７ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 開 口 部 か ら 噴 射 す る 前 記 冷 却 水 は 、 取 水 し た 前 記 冷 却 水 の 一 部 を 用 い た こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 ６ 又 は 請 求 項 ７ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 温 度 制 御 手 段 は 、 前 記 冷 却 水 経 路 に 設 け た 流 量 調 節 バ ル ブ を 調 節 し て 前 記 冷 却 水 の

流 量 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発

電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 熱 電 発 電 手 段 は 、 前 記 排 気 ガ ス 経 路 の 周 囲 に 複 数 の 熱 電 発 電 素 子 を 配 置 し 、 更 に 前

記 熱 電 発 電 素 子 を 前 記 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の 前 記 船 体 に 伝 熱 的 に 連 接 し て 構 成 し た こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 熱 電 発 電 素 子 が 配 置 さ れ た 前 記 排 気 ガ ス 経 路 の 内 面 、 及 び ／ 又 は 前 記 熱 電 発 電 素 子

が 配 置 さ れ た 前 記 取 水 部 若 し く は 喫 水 以 下 の 前 記 船 体 に 伝 熱 フ ィ ン を 設 け た こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 熱 電 発 電 素 子 の 周 囲 に 圧 縮 性 と 耐 熱 性 を 有 し た シ ー ル 材 を 設 け 、 前 記 シ ー ル 材 を 前

記 排 気 ガ ス 経 路 と 前 記 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の 前 記 船 体 と で 挟 持 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ １ 又 は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 温 度 制 御 手 段 は 、 前 記 内 燃 機 関 の 運 転 停 止 前 に 前 記 冷 却 水 の 供 給 量 を 増 す よ う に 調

節 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス

テ ム 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 し た 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム を 搭 載 し た こ と

を 特 徴 と す る 船 舶 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ゼ ー ベ ッ ク 効 果 を 利 用 し た 熱 電 発 電 素 子 を 用 い て 、 船 舶 の 内 燃 機 関 か ら 排 出

さ れ る 排 気 ガ ス の 熱 を 電 気 に 変 換 す る 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 船 舶 に 搭 載 さ れ る 水 冷 エ ン ジ ン の 発 電 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文

献 １ で は 、 発 電 装 置 は 熱 発 電 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ 、 水 冷 エ ン ジ ン は 、 互 い に 近 接 し て い

る 排 気 通 路 と 冷 却 水 通 路 と の 間 を 、 壁 に よ っ て 仕 切 り 、 こ の 壁 の 中 に 熱 発 電 素 子 を 備 え て
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い る 。 こ の 熱 発 電 素 子 は 、 高 温 部 を 排 気 通 路 に 近 接 さ せ 、 低 温 部 を 冷 却 水 通 路 に 近 接 さ せ

て い る 。 従 っ て 、 熱 発 電 素 子 は 、 高 温 部 と 低 温 部 と の 間 の 温 度 差 に 応 じ て 、 起 電 力 が 発 生

し 、 温 度 差 を 利 用 し て 発 電 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 ２ に は 、 船 舶 等 の 内 燃 機 関 冷 却 用 水 冷 式 熱 交 換 器 に ペ ル チ エ 素 子 モ ジ ュ ー ル を

設 け て 廃 熱 を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ で は 、 熱 媒 液

放 熱 管 と 放 熱 フ ィ ン の 間 に ペ ル チ エ 素 子 モ ジ ュ ー ル を 挟 設 す る こ と で 、 ペ ル チ エ 素 子 モ ジ

ュ ー ル の 一 方 を 高 温 の 熱 媒 液 で 過 熱 し 他 方 を 大 気 又 は 海 水 で 冷 却 し て 発 電 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ３ に は 、 エ ン ジ ン か ら の 排 気 が 流 れ る 排 気 管 と 、 冷 却 水 ポ ン プ に よ っ て 冷 却 水

が 循 環 す る 冷 却 水 循 環 路 と に 熱 電 発 電 素 子 を 取 り 付 け る 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献

３ で は 、 複 数 の 熱 電 発 電 素 子 を 、 排 気 管 及 び 冷 却 水 管 に 取 り 付 け る 場 合 に 、 冷 却 水 管 中 の

冷 却 水 の 流 れ が 、 排 気 管 を 流 れ る 排 気 の 方 向 と 対 向 す る よ う に 設 計 す る こ と に よ り 、 下 流

側 の 熱 電 発 電 素 子 で の 排 気 管 及 び 冷 却 水 管 の 温 度 差 が 大 き く な る の で 、 各 熱 電 発 電 素 子 で

の 発 電 量 差 が 低 減 さ れ て 、 全 体 の 発 電 量 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 ４ に は 、 エ ン ジ ン 内 か ら の 冷 却 水 を 熱 電 発 電 ユ ニ ッ ト に 供 給 す る こ と で 、 熱 電

発 電 ユ ニ ッ ト で 熱 電 発 電 を 行 う 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ４ で は 、 エ ン ジ ン が 高 温

に な っ て い る 場 合 に は 、 エ ン ジ ン 内 か ら の 冷 却 水 を 、 熱 電 用 冷 却 水 通 路 に 循 環 さ せ な い こ

と で 、 エ ン ジ ン の オ ー バ ー ヒ ー ト を 抑 止 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 ５ に は 、 高 温 側 熱 源 を エ ン ジ ン か ら の 排 気 ガ ス と し 、 低 温 側 熱 源 を ラ ジ エ ー タ

に よ っ て 冷 却 さ れ る エ ン ジ ン の 冷 却 水 と し て 、 熱 電 素 子 に よ っ て 発 電 を 行 う 熱 電 発 電 装 置

が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ５ で は 、 熱 電 素 子 に 生 ず る 温 度 差 が 大 き く な る よ う に 、 熱 電

素 子 へ の 排 気 ガ ス あ る い は 冷 却 水 の 少 な く と も 一 方 の 供 給 条 件 を 可 変 す る 可 変 手 段 を 設 け

て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ２ ４ ２ ７ ０ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ９ ８ ２ ７ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ９ ９ ４ １ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ０ ７ ８ ８ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ６ ０ ６ ８ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 特 許 文 献 １ か ら 特 許 文 献 ５ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 内 燃 機 関 か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス

と 、 内 燃 機 関 を 冷 却 す る 冷 却 水 と を 利 用 し て 発 電 を 行 う 熱 電 発 電 装 置 が 知 ら れ て い る 。

　 し か し 、 こ れ ら の 熱 電 発 電 装 置 に 用 い る 熱 電 変 換 素 子 は 、 接 合 材 の 条 件 や 材 料 の 酸 化 等

か ら 仕 様 的 に 最 高 使 用 温 度 の 制 限 を 受 け る 。

　 例 え ば 、 ビ ス マ ス ・ テ ル ル 系 （ Ｂ ｉ － Ｔ ｅ 系 ） を 利 用 し た 熱 電 変 換 素 子 で は 、 最 高 使 用

温 度 は ２ ３ ０ ℃ 程 度 、 鉛 ・ テ ル ル 系 （ Ｐ ｂ － Ｔ ｅ 系 ） を 利 用 し た 熱 電 変 換 素 子 で は 、 最 高

使 用 温 度 は ５ ３ ０ ℃ 程 度 で あ る 。

　 従 っ て 、 ６ ０ ０ ℃ を 超 え る よ う な 内 燃 機 関 の 排 気 ガ ス を 用 い て 排 熱 回 収 を 行 う 場 合 に 、

安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る た め に は 、 熱 電 変 換 素 子 の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な

温 度 に 調 整 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 使 用 す る 熱 電 変 換 素 子 の 最 高 使 用 温 度 に 対 応 し て 、 高

温 部 の 表 面 温 度 を 最 高 使 用 温 度 以 下 の 適 切 な 温 度 に 維 持 す る こ と が 望 ま れ る 。

　 特 に 、 内 燃 機 関 を 冷 却 す る 冷 却 水 を 用 い る 場 合 に は 、 内 燃 機 関 の 運 転 停 止 に よ っ て 熱 電

変 換 素 子 へ の 冷 却 水 の 供 給 が 停 止 さ れ 、 そ の 結 果 、 熱 電 変 換 素 子 の 表 面 温 度 が 最 高 使 用 温

10

20

30

40

50



(4) JP  6103433  B2  2017.3.29

度 を 超 え て し ま う こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 取 水 を 停 止 し た 場 合 で も 、 熱 電 発 電 手 段 が 船 体 周 囲 の 水 に 曝 さ れ る

こ と で 、 熱 電 発 電 手 段 の 冷 却 を 安 定 し て 行 え る 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム 及 び 船 舶 を 提 供 す

る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に 対 応 し た 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お い て は 、 船 舶 の 内 燃 機 関

か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス の 通 る 排 気 ガ ス 経 路 と 、 内 燃 機 関 を 冷 却 す る 冷 却 水 の 通 る 冷 却 水

経 路 と 、 高 温 部 で 排 気 ガ ス 経 路 か ら 受 熱 し 、 低 温 部 で 冷 却 水 経 路 の 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の

船 体 に 放 熱 す る こ と に よ り 発 電 を 行 な う 熱 電 発 電 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求

項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 取 水 を 停 止 し た 場 合 で も 、 熱 電 発 電 手 段 が 船 体 周 囲 の 水 に

曝 さ れ る た め 、 熱 電 発 電 手 段 の 冷 却 を 安 定 し て 行 え る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お い て 、 冷 却 水

を 排 気 ガ ス 経 路 の 排 気 ガ ス に 混 合 さ せ る ミ キ サ 手 段 と 、 ミ キ サ 手 段 で 供 給 す る 冷 却 水 を 調

節 し て 高 温 部 に お け る 温 度 を 制 御 す る 温 度 制 御 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項

２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 ミ キ サ 手 段 で 供 給 す る 冷 却 水 を 調 節 し て 高 温 部 に お け る 温 度

を 制 御 す る 温 度 制 御 手 段 を 備 え た こ と で 、 熱 電 発 電 手 段 の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な 温 度

に 調 整 し 、 安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お い て 、 熱 電 発

電 手 段 の 使 用 上 限 温 度 に 基 づ い て 温 度 制 御 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ３ に

記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 用 い る 熱 電 発 電 手 段 の 仕 様 に 応 じ て 、 熱 電 発 電 手 段 の 高 温 部 の 表

面 温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お い て 、 高 温 部

に お け る 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 を 備 え 、 温 度 制 御 手 段 が 温 度 検 出 手 段 の 検 出 値 と 使

用 上 限 温 度 と に 基 づ い て ミ キ サ 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発

明 に よ れ ば 、 熱 電 発 電 手 段 を 、 使 用 上 限 温 度 を 超 え た 高 温 に さ ら す こ と な く 、 安 定 し た 長

期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お

い て 、 温 度 制 御 手 段 は 、 使 用 上 限 温 度 以 下 の 温 度 で 高 温 部 と 低 温 部 と の 温 度 差 を 調 節 し て

熱 電 発 電 手 段 の 発 電 出 力 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば

、 発 電 量 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ

ス テ ム に お い て 、 ミ キ サ 手 段 は 、 熱 電 発 電 手 段 よ り も 上 流 の 排 気 ガ ス 経 路 に 開 口 す る 開 口

部 を 有 し 、 開 口 部 か ら 冷 却 水 を 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に 噴 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項

６ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 排 気 ガ ス の 温 度 を 迅 速 に 低 下 で き る と と も に 、 排 気 ガ ス の 流

れ を 阻 害 し な い こ と で 、 内 燃 機 関 へ の 悪 影 響 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お い て 、 開 口 部

は 、 多 孔 構 造 と な っ て お り 、 冷 却 水 を シ ャ ワ ー 状 に 噴 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ７

に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ャ ワ ー 状 に 噴 射 す る こ と で 、 更 に 排 気 ガ ス の 温 度 を 迅 速 に 低

下 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ

ス テ ム に お い て 、 冷 却 水 は 、 少 な く と も 内 燃 機 関 の 運 転 中 に 取 水 部 に よ り 連 続 的 に 取 水 さ
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れ 、 内 燃 機 関 を 冷 却 し た 後 に 連 続 的 に 排 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ８ に 記 載 の 本

発 明 に よ れ ば 、 冷 却 水 を 循 環 さ せ る 場 合 と 比 べ て 、 安 定 し て 冷 却 効 果 を 得 る こ と が で き る

。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ６ 又 は 請 求 項 ７ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お

い て 、 開 口 部 か ら 噴 射 す る 冷 却 水 は 、 取 水 し た 冷 却 水 の 一 部 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 。

請 求 項 ９ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 冷 却 水 経 路 に 流 す 冷 却 水 と は 別 に ミ キ サ 手 段 に 冷 却 水

を 供 給 す る こ と が で き 、 内 燃 機 関 の 冷 却 効 果 を 損 な う こ と が 防 止 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電

シ ス テ ム に お い て 、 温 度 制 御 手 段 は 、 冷 却 水 経 路 に 設 け た 流 量 調 節 バ ル ブ を 調 節 し て 冷 却

水 の 流 量 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 排 気 ガ ス の

温 度 低 下 量 を 調 整 で き る た め 、 発 電 量 を 低 下 さ せ る こ と な く 熱 電 発 電 手 段 の 高 温 部 の 表 面

温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整 で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 １ １ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発

電 シ ス テ ム に お い て 、 熱 電 発 電 手 段 は 、 排 気 ガ ス 経 路 の 周 囲 に 複 数 の 熱 電 発 電 素 子 を 配 置

し 、 更 に 熱 電 発 電 素 子 を 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の 船 体 に 伝 熱 的 に 連 接 し て 構 成 し た こ と を 特

徴 と す る 。 請 求 項 １ １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 排 気 ガ ス 経 路 か ら の 受 熱 と 、 冷 却 水 経 路

へ の 放 熱 を 効 率 よ く 行 え る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に お い て 、 熱

電 発 電 素 子 が 配 置 さ れ た 排 気 ガ ス 経 路 の 内 面 、 及 び ／ 又 は 熱 電 発 電 素 子 が 配 置 さ れ た 取 水

部 若 し く は 喫 水 以 下 の 船 体 に 伝 熱 フ ィ ン を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ２ に 記 載 の

本 発 明 に よ れ ば 、 排 気 ガ ス 経 路 か ら の 受 熱 量 を 増 や す こ と が で き 、 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の

船 体 か ら の 放 熱 量 を 増 や す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ １ 又 は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ

ム に お い て 、 熱 電 発 電 素 子 の 周 囲 に 圧 縮 性 と 耐 熱 性 を 有 し た シ ー ル 材 を 設 け 、 シ ー ル 材 を

排 気 ガ ス 経 路 と 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の 船 体 と で 挟 持 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ３ に

記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル 材 に よ っ て 熱 電 発 電 素 子 の 結 露 や 塩 害 を 防 止 す る こ と が で

き 、 耐 久 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 熱 電 発 電 素 子 に か か る 面 圧 を 均 等

に し や す く な る た め 、 発 電 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発

電 シ ス テ ム に お い て 、 温 度 制 御 手 段 は 、 内 燃 機 関 の 運 転 停 止 前 に 冷 却 水 の 供 給 量 を 増 す よ

う に 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の 運 転 停

止 前 に 冷 却 効 果 を 高 め て お く こ と で 、 内 燃 機 関 の 停 止 に よ っ て 冷 却 水 の 供 給 が 停 止 し た と

し て も 、 熱 電 発 電 素 子 の 高 温 部 の 表 面 温 度 が オ ー バ ー シ ュ ̶ ト し て 使 用 上 限 温 度 を 超 え な

い よ う に で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 本 発 明 に 対 応 し た 船 舶 に お い て は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ

か に 記 載 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム を 搭 載 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 本

発 明 に よ れ ば 、 安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム

を 利 用 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 取 水 を 停 止 し た 場 合 で も 、 熱 電 発 電 手 段 が 船 体 周 囲 の 水 に 曝 さ れ る た

め 、 熱 電 発 電 手 段 の 冷 却 を 安 定 し て 行 え る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 ま た 、 ミ キ サ 手 段 で 供 給 す る 冷 却 水 を 調 節 し て 高 温 部 に お け る 温 度 を 制 御 す る 温 度 制 御

手 段 を 備 え た 場 合 に は 、 熱 電 発 電 手 段 の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整 し 、 安 定 し

た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 熱 電 発 電 手 段 の 使 用 上 限 温 度 に 基 づ い て 温 度 制 御 手 段 を 制 御 す る 場 合 に は 、 用 い

る 熱 電 発 電 手 段 の 仕 様 に 応 じ て 、 熱 電 発 電 手 段 の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 高 温 部 に お け る 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 を 備 え 、 温 度 制 御 手 段 が 温 度 検 出 手

段 の 検 出 値 と 使 用 上 限 温 度 と に 基 づ い て ミ キ サ 手 段 を 制 御 す る 場 合 に は 、 熱 電 発 電 手 段 を

、 使 用 上 限 温 度 を 超 え た 高 温 に さ ら す こ と な く 、 安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 温 度 制 御 手 段 が 、 使 用 上 限 温 度 以 下 の 温 度 で 高 温 部 と 低 温 部 と の 温 度 差 を 調 節 し

て 熱 電 発 電 手 段 の 発 電 出 力 を 制 御 す る 場 合 に は 、 発 電 量 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 ミ キ サ 手 段 が 、 熱 電 発 電 手 段 よ り も 上 流 の 排 気 ガ ス 経 路 に 開 口 す る 開 口 部 を 有 し

、 開 口 部 か ら 冷 却 水 を 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に 噴 射 す る 場 合 に は 、 排 気 ガ ス の 温 度 を 迅 速 に

低 下 で き る と と も に 、 排 気 ガ ス の 流 れ を 阻 害 し な い こ と で 、 内 燃 機 関 へ の 悪 影 響 を 防 止 で

き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 開 口 部 が 、 多 孔 構 造 と な っ て お り 、 冷 却 水 を シ ャ ワ ー 状 に 噴 射 す る 場 合 に は 、 更

に 排 気 ガ ス の 温 度 を 迅 速 に 低 下 で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 冷 却 水 が 、 少 な く と も 内 燃 機 関 の 運 転 中 に 取 水 部 に よ り 連 続 的 に 取 水 さ れ 、 内 燃

機 関 を 冷 却 し た 後 に 連 続 的 に 排 出 さ れ る 場 合 に は 、 冷 却 水 を 循 環 さ せ る 場 合 と 比 べ て 、 安

定 し て 冷 却 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 開 口 部 か ら 噴 射 す る 冷 却 水 は 、 取 水 し た 冷 却 水 の 一 部 を 用 い た 場 合 に は 、 冷 却 水

経 路 に 流 す 冷 却 水 と は 別 に ミ キ サ 手 段 に 冷 却 水 を 供 給 す る こ と が で き 、 内 燃 機 関 の 冷 却 効

果 を 損 な う こ と が 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 温 度 制 御 手 段 が 、 冷 却 水 経 路 に 設 け た 流 量 調 節 バ ル ブ を 調 節 し て 冷 却 水 の 流 量 を

制 御 す る 場 合 に は 、 排 気 ガ ス の 温 度 低 下 量 を 調 整 で き る た め 、 発 電 量 を 低 下 さ せ る こ と な

く 熱 電 発 電 手 段 の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整 で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 熱 電 発 電 手 段 が 、 排 気 ガ ス 経 路 の 周 囲 に 複 数 の 熱 電 発 電 素 子 を 配 置 し 、 更 に 熱 電

発 電 素 子 を 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の 船 体 に 伝 熱 的 に 連 接 し て 構 成 し た 場 合 に は 、 排 気 ガ ス 経

路 か ら の 受 熱 と 、 冷 却 水 経 路 へ の 放 熱 を 効 率 よ く 行 え る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 熱 電 発 電 素 子 が 配 置 さ れ た 排 気 ガ ス 経 路 の 内 面 、 及 び ／ 又 は 熱 電 発 電 素 子 が 配 置

さ れ た 取 水 部 若 し く は 喫 水 以 下 の 船 体 に 伝 熱 フ ィ ン を 設 け た 場 合 に は 、 排 気 ガ ス 経 路 か ら

の 受 熱 量 を 増 や し 、 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の 前 記 船 体 か ら の 放 熱 量 を 増 や す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 熱 電 発 電 素 子 の 周 囲 に 圧 縮 性 と 耐 熱 性 を 有 し た シ ー ル 材 を 設 け 、 シ ー ル 材 を 排 気

ガ ス 経 路 と 取 水 部 又 は 喫 水 以 下 の 船 体 と で 挟 持 し た 場 合 に は 、 シ ー ル 材 に よ っ て 熱 電 発 電

素 子 の 結 露 や 塩 害 を 防 止 す る こ と が で き 、 耐 久 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 そ れ ぞ

れ の 熱 電 発 電 素 子 に か か る 面 圧 を 均 等 に し や す く な る た め 、 発 電 効 率 を 高 め る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 ま た 、 温 度 制 御 手 段 が 、 内 燃 機 関 の 運 転 停 止 前 に 冷 却 水 の 供 給 量 を 増 す よ う に 調 節 す る

場 合 に は 、 内 燃 機 関 の 運 転 停 止 前 に 冷 却 効 果 を 高 め て お く こ と で 、 内 燃 機 関 の 停 止 に よ っ

て 冷 却 水 の 供 給 が 停 止 し て も 、 熱 電 発 電 素 子 の 高 温 部 の 表 面 温 度 が オ ー バ ー シ ュ ̶ ト し て

使 用 上 限 温 度 を 超 え な い よ う に で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 船 舶 に よ れ ば 、 安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 船 舶 用

熱 電 発 電 シ ス テ ム を 利 用 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム の 構 成 図

【 図 ２ 】 同 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム の 熱 電 発 電 手 段 の 斜 視 図

【 図 ３ 】 同 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム の ミ キ サ 手 段 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 及 び Ａ － Ａ ＇ 断 面

図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 船 舶 １ は 内 燃 機 関 １ ０ を 搭 載 し て い る 。 内 燃 機 関 １ ０ か ら 排 出 さ れ

る 排 気 ガ ス は 、 排 気 管 で 構 成 さ れ る 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ を 通 っ て 排 出 さ れ る 。 内 燃 機 関 １ ０

に は 、 冷 却 水 経 路 ３ ０ か ら 冷 却 水 が 供 給 さ れ る 。 冷 却 水 は 、 少 な く と も 内 燃 機 関 １ ０ の 運

転 中 に 取 水 部 ３ １ に よ り 連 続 的 に 取 水 さ れ 、 内 燃 機 関 １ ０ を 冷 却 し た 後 に 連 続 的 に 排 出 さ

れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ と 取 水 部 ３ １ に 臨 ま せ て 、 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ か ら 受 熱 し 取 水 部 ３ １ に

放 熱 す る 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ を 設 け て い る 。 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ は 、 加 熱 ブ ロ ッ ク ４ １ と 冷 却

ブ ロ ッ ク ４ ２ と 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ と で 構 成 さ れ る 。 加 熱 ブ ロ ッ ク ４ １ は 、 排 気 ガ ス 経 路 ２

０ の 一 部 で 構 成 さ れ 、 冷 却 ブ ロ ッ ク ４ ２ は 、 取 水 部 ３ １ で 構 成 さ れ る 。 取 水 部 ３ １ は 、 喫

水 以 下 の 船 体 ２ に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ よ り 上 流 の 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ に は 、 ミ キ サ 手 段 ５ ０ を 設 け て い る 。 ミ

キ サ 手 段 ５ ０ で は 、 冷 却 水 経 路 ３ ０ か ら 供 給 さ れ る 冷 却 水 を 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ の 排 気 ガ ス

に 混 合 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 温 度 制 御 手 段 ６ １ は 、 冷 却 水 経 路 ３ ０ に 設 け た 流 量 調 節 バ ル ブ ３ ３ を 調 節 し て 冷 却 水 の

流 量 を 制 御 し 、 ミ キ サ 手 段 ５ ０ か ら 供 給 す る 冷 却 水 を 調 節 し て 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ を 流 れ る

排 気 ガ ス の 温 度 、 す な わ ち 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ で の 高 温 部 に お け る 温 度 を 制 御 す る 。

　 ま た 、 温 度 制 御 手 段 ６ １ は 、 冷 却 水 経 路 ３ ０ に 設 け た 流 量 調 節 バ ル ブ ３ ４ を 調 節 し て 冷

却 水 の 流 量 を 制 御 し 、 取 水 部 ３ １ を 流 れ る 冷 却 水 を 調 節 し て 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ で の 低 温

部 に お け る 温 度 を 制 御 す る 。

　 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ に は 、 高 温 部 に お け る 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 ６ ２ を 備 え て い る

。 な お 、 温 度 検 出 手 段 ６ ２ は 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ の 上 流 側 の 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ を 流 れ る 排

気 ガ ス の 温 度 を 検 出 し 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ の 高 温 部 の 温 度 を 推 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 温 度 制 御 手 段 ６ １ は 、 温 度 検 出 手 段 ６ ２ の 検 出 値 と 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ の 使 用 上 限 温 度 に

基 づ い て ミ キ サ 手 段 ５ ０ を 制 御 す る こ と で 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ を 、 使 用 上 限 温 度 を 超 え た

高 温 に さ ら す こ と な く 、 安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 温 度 制 御 手 段 ６ １ は 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ の 使 用 上 限 温 度 以 下 の 温 度 で 高 温 部 と 低

温 部 と の 温 度 差 を 調 節 し て 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ の 発 電 出 力 を 制 御 す る こ と で 、 発 電 量 を 向 上

さ せ る こ と が で き る 。
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　 ま た 、 温 度 制 御 手 段 ６ １ は 、 冷 却 水 経 路 ３ ０ に 設 け た 流 量 調 節 バ ル ブ ３ ４ を 調 節 し て 冷

却 水 の 流 量 を 制 御 す る こ と で 、 排 気 ガ ス の 温 度 低 下 量 を 調 整 で き る た め 、 発 電 量 を 低 下 さ

せ る こ と な く 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整 で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 温 度 制 御 手 段 ６ １ は 、 内 燃 機 関 １ ０ の 運 転 停 止 前 に ミ キ サ 手 段 ５ ０ に 供 給 す る 冷

却 水 の 供 給 量 を 増 す よ う に 調 節 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 内 燃 機 関 １ ０ の 起 動 停 止 を

行 う 起 動 停 止 手 段 ６ ３ が 、 内 燃 機 関 １ ０ の 停 止 指 示 を 行 う 前 に 温 度 制 御 手 段 ６ １ に 信 号 を

出 力 す る こ と で 、 内 燃 機 関 １ ０ の 運 転 停 止 前 に 冷 却 水 の 供 給 量 を 増 す よ う に 調 節 す る こ と

が で き る 。 内 燃 機 関 １ ０ の 運 転 停 止 前 に 冷 却 効 果 を 高 め て お く こ と で 、 内 燃 機 関 １ ０ の 停

止 に よ っ て 冷 却 水 の 供 給 が 停 止 し て も 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ の 高 温 部 の 表 面 温 度 が オ ー バ ー

シ ュ ̶ ト し て 使 用 上 限 温 度 を 超 え な い よ う に で き る 。 こ の 運 転 停 止 時 の 熱 電 発 電 素 子 ４ ３

の 高 温 部 の 表 面 温 度 の オ ー バ ー シ ュ ̶ ト は 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ を 取 水 部 ３ １ に 臨 ま せ て 周

囲 の 水 に 放 熱 し て い る た め 比 較 的 少 な い が 、 運 転 停 止 前 に 上 記 の よ う な 制 御 を す る こ と は

、 確 実 に 使 用 上 限 温 度 を 超 え な い よ う す る 上 で 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 冷 却 水 経 路 ３ ０ に は 、 ミ キ サ 手 段 ５ ０ よ り も 下 流 側 に 設 け た 混 合 手 段 へ の 冷 却 水 の 流 量

を 調 整 す る 流 量 調 節 バ ル ブ ３ ５ を 設 け て い る 。 流 量 調 節 バ ル ブ ３ ５ は 、 温 度 制 御 手 段 ６ １

に よ っ て 調 節 さ れ る 。 図 示 し な い が 、 混 合 手 段 は 、 冷 却 水 経 路 ３ ０ か ら 供 給 さ れ る 冷 却 水

を 、 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ 内 に 噴 射 し て 排 気 ガ ス の 温 度 を 低 下 さ せ る 。

　 な お 、 図 １ で は 、 内 燃 機 関 １ ０ を 冷 却 し た 冷 却 水 を 、 流 量 調 節 バ ル ブ ３ ３ を 介 し て ミ キ

サ 手 段 ５ ０ に 供 給 し て い る が 、 内 燃 機 関 １ ０ に 供 給 さ れ る 前 の 冷 却 水 を 、 流 量 調 節 バ ル ブ

３ ３ を 介 し て ミ キ サ 手 段 ５ ０ に 供 給 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ を 構 成 す る 加 熱 ブ ロ ッ ク ４ １ の 内 面 に は 伝 熱 フ ィ ン ２ ２ を 設 け て い る

。 そ れ ぞ れ の 伝 熱 フ ィ ン ２ ２ は 、 加 熱 ブ ロ ッ ク ４ １ の 内 面 に 立 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 伝 熱 フ

ィ ン ２ ２ の 間 に は 、 排 気 ガ ス が 流 れ る 流 路 を 形 成 し て い る 。 伝 熱 フ ィ ン ２ ２ を 設 け る こ と

で 、 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ か ら の 受 熱 量 を 増 や す こ と が で き る 。

　 ま た 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ が 配 置 さ れ た 取 水 部 ３ １ に も 伝 熱 フ ィ ン ４ ２ ａ を 設 け て い る 。

そ れ ぞ れ の 伝 熱 フ ィ ン ４ ２ ａ は 、 取 水 部 ３ １ の 内 面 に 立 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 伝 熱 フ ィ ン ４

２ ａ の 間 に は 、 水 が 流 れ る 流 路 を 形 成 し て い る 。 伝 熱 フ ィ ン ４ ２ ａ を 設 け る こ と で 、 取 水

部 ３ １ へ の 放 熱 量 を 増 や す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ は 、 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ の 周 囲 に 複 数 の 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ を 配 置 し 、 更

に 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ を 冷 却 ブ ロ ッ ク ４ ２ で 挟 持 し て 構 成 さ れ る 。

　 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ は 、 一 方 の 面 が 高 温 部 、 他 方 の 面 が 低 温 部 で あ り 、 高 温 部 で 加 熱 ブ ロ

ッ ク ４ １ （ 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ ） か ら 受 熱 し 、 低 温 部 で 冷 却 ブ ロ ッ ク ４ ２ （ 取 水 部 ３ １ ） へ

放 熱 す る こ と に よ り 発 電 を 行 な う 。

　 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ は 、 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ と 取 水 部 ３ １ と の 間 に 挟 持 さ れ る こ と で 、 排 気

ガ ス 経 路 ２ ０ か ら の 受 熱 と 、 取 水 部 ３ １ へ の 放 熱 を 効 率 よ く 行 え る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 ２ は 同 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム の 熱 電 発 電 手 段 の 斜 視 図 で あ る 。

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ の 周 囲 に 圧 縮 性 と 耐 熱 性 を 有 し た シ ー ル 材 ４ ４ を

設 け て い る 。 シ ー ル 材 ４ ４ は 加 熱 ブ ロ ッ ク ４ １ と 冷 却 ブ ロ ッ ク ４ ２ と で 挟 持 さ れ る 。 シ ー

ル 材 ４ ４ を 設 け る こ と で 、 加 熱 ブ ロ ッ ク ４ １ 及 び 冷 却 ブ ロ ッ ク ４ ２ へ の 熱 電 発 電 素 子 ４ ３

の 密 着 性 を 高 め 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ の 結 露 や 塩 害 を 防 止 す る こ と が で き 、 耐 久 性 能 を 高 め

る こ と が で き る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ に か か る 面 圧 を 均 等 に し や す く な り

、 発 電 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ３ は 同 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム の ミ キ サ 手 段 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 及 び Ａ － Ａ ＇ 断 面

図 で あ る 。
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　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ミ キ サ 手 段 ５ ０ は 、 冷 却 水 経 路 ３ ０ か ら 冷 却 水 を 導 入 す る 導 入 口 ５

１ と 、 リ ン グ 状 空 間 ５ ２ と 、 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ に 開 口 す る 開 口 部 ５ ３ と を 有 し て い る 。

　 リ ン グ 状 空 間 ５ ２ は 、 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ の 外 周 に リ ン グ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ５

３ は 、 リ ン グ 状 に 多 数 設 け て お り 、 冷 却 水 を 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に 噴 射 す る 。

　 冷 却 水 は 、 導 入 口 ５ １ か ら リ ン グ 状 空 間 ５ ２ に 導 か れ 、 開 口 部 ５ ３ か ら 排 気 ガ ス 経 路 ２

０ に 噴 射 さ れ る 。

　 リ ン グ 状 に 設 け た 多 数 の 開 口 部 ５ ３ か ら 冷 却 水 を 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に 噴 射 す る こ と で

、 排 気 ガ ス の 温 度 を 迅 速 に 低 下 で き る と と も に 、 排 気 ガ ス の 流 れ を 阻 害 し な い こ と で 内 燃

機 関 １ ０ へ の 負 荷 を 増 す 悪 影 響 を 防 止 で き る 。 開 口 部 ５ ３ は 、 多 孔 構 造 と な っ て お り 、 冷

却 水 を シ ャ ワ ー 状 に 噴 射 す る こ と が 好 ま し い 。 シ ャ ワ ー 状 に 噴 射 す る こ と で 更 に 排 気 ガ ス

の 温 度 を 迅 速 に 低 下 で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 な お 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ を 取 水 部 ３ １ に 設 け た 場 合 で 説 明 し た

が 、 喫 水 以 下 の 船 体 ２ に 設 け て も よ い 。 す な わ ち 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ を 取 水 部 ３ １ の 代 わ

り に 喫 水 以 下 の 船 体 ２ に 伝 熱 的 に 連 接 し て 構 成 す る 。 こ の 場 合 に は 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ が

配 置 さ れ た 喫 水 以 下 の 船 体 ２ に 伝 熱 フ ィ ン ４ ２ ａ を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 熱 電 発

電 素 子 ４ ３ が 配 置 さ れ た 喫 水 以 下 の 船 体 ２ と 排 気 ガ ス 経 路 ２ ０ （ 加 熱 ブ ロ ッ ク ４ １ ） と は

シ ー ル 材 ４ ４ で 挟 持 す る こ と が 好 ま し い 。 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ を 喫 水 以 下 の 船 体 ２ に 設 け る

こ と に よ り 取 水 部 ３ １ に 設 け た 場 合 と 同 様 に 、 船 体 ２ の 周 囲 に 無 尽 蔵 に あ る 水 を 冷 却 源 と

す る こ と が 可 能 と な る 。

　 ま た 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ が 防 水 性 を 有 し て い る 場 合 に は 直 接 、 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ を 船 体

２ の 周 囲 の 水 に 臨 ま せ 水 に 曝 す こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム は 、 低 温 部 で 冷 却 水 経 路 ３ ０

の 取 水 部 ３ １ 又 は 喫 水 以 下 の 船 体 ２ に 放 熱 す る こ と に よ り 発 電 を 行 な う 熱 電 発 電 手 段 ４ ０

を 備 え た こ と で 、 取 水 を 停 止 し た 場 合 で も 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ が 船 体 ２ の 周 囲 の 水 に 曝 さ

れ る た め 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ の 冷 却 を 安 定 し て 行 え る 。

　 ま た 、 ミ キ サ 手 段 ５ ０ で 供 給 す る 冷 却 水 を 調 節 し て 高 温 部 に お け る 温 度 を 制 御 す る 温 度

制 御 手 段 ６ １ を 備 え た こ と で 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整

し 、 安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０ で 用 い る 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ の 使 用 上 限 温 度 に 基 づ い て 温 度 制 御

手 段 ６ １ を 制 御 す る こ と で 、 用 い る 熱 電 発 電 素 子 ４ ３ の 仕 様 に 応 じ て 、 熱 電 発 電 手 段 ４ ０

の 高 温 部 の 表 面 温 度 を 適 切 な 温 度 に 調 整 す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 発 明 の 船 舶 用 熱 電 発 電 シ ス テ ム を 搭 載 す る こ と で 、 取 水 を 停 止 し た 場 合 で も 熱 電 発 電

手 段 の 冷 却 を 安 定 し て 行 え 、 安 定 し た 長 期 の 発 電 運 転 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 　 １ 　 船 舶

　 １ ０ 　 内 燃 機 関

　 ２ ０ 　 排 気 ガ ス 経 路

　 ３ ０ 　 冷 却 水 経 路

　 ３ １ 　 取 水 部

　 ３ ３ 　 流 量 調 節 バ ル ブ

　 ３ ４ 　 流 量 調 節 バ ル ブ

　 ４ ０ 　 熱 電 発 電 手 段

　 ４ １ 　 加 熱 ブ ロ ッ ク

　 ４ ２ 　 冷 却 ブ ロ ッ ク

　 ４ ３ 　 熱 電 発 電 素 子
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　 ４ ４ 　 シ ー ル 材

　 ５ ０ 　 ミ キ サ 手 段

　 ５ １ 　 開 口 部

　 ６ １ 　 温 度 制 御 手 段

　 ６ ２ 　 温 度 検 出 手 段

　 ６ ３ 　 起 動 停 止 手 段

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】



(12) JP  6103433  B2  2017.3.29

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(51)Int.Cl.　　　　　　　　　　　　　　 ＦＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ｈ０１Ｌ　35/32　　 (2006.01)　　　　　 Ｈ０１Ｌ　 35/32　　　　　 Ｚ　　　　　　　　　

(74)代理人　100116241

　　　　　　弁理士　金子　一郎

(72)発明者　平田　宏一

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　柳　東勲

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　南方　信雄

　　　　　　大阪府大東市諸福３丁目１２－３３　第三舶用工業株式会社内

　　審査官　稲村　正義

(56)参考文献　特開２０１０－２４２７００（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００２－１３６１６０（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００５－３０７８８６（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２０００－１８０９５（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平９－３０３１４５（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平１１－２０８５９２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｆ０１Ｎ　　　５／００－５／０４　　　　

　　　　　　　Ｆ０１Ｐ　　　３／２０　　　　

　　　　　　　Ｆ０２Ｇ　　　５／０４　　　　

　　　　　　　Ｈ０１Ｌ　　３５／３０－３５／３２　　　　

　　　　　　　Ｈ０２Ｎ　　１１／００　　　　


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

